
千葉県立鎌ヶ谷西高等学校 ユネスコスクールの取り組み 令和３年度 

 本校は、「SDGs の考え方への理解を深める」を活動テーマとして、ユネスコスクールが重点的に取り組む 3つ

の分野を通して、持続可能な開発および持続可能なライフスタイルの力の育成を目標とした。 

①環境 

【SDGs に関する授業】 

２年生の英語の授業にて、環境問題に関わる題材を扱った際に、SDGs を学ぶ授業を行った。SDGs ではどのよう

な取り組みを行っているか、また、私たちができることは何か、生徒とともにテーマごとに考えた。 

②持続可能な生産と消費、貧困 

【ユニクロの服のチカラプロジェクト】 

本校は毎年ユニクロと GU の企業と協力して、古服の回収活動を行っている。今年度は、１年生と２年生の全生

徒を対象に、総合的な活動の時間を使ってユニクロの社員の方々による講演会を行った。講演では、古服を寄付

する先の世界各国の難民の子どもたちについてと、SDGs について学んだ。講演を経て、ボランティアには１年生

と２年生合わせて５０名ほどの生徒が参加した。回収を呼び掛けるポスターの作成、校内放送での呼びかけ、近

隣の施設へ回収 BOX の設置や BOX の回収、発送作業まで、全ての作業を生徒が行った。生徒たちの意欲的な参加

が見られ、ボランティア活動への関心も高まったようである。 

     

  

 

 

 



【コンタクトレンズのケース回収活動】 

コンタクトのアイシティと協力して、コンタクトレンズのケースの回収活動を行った。保健室の前にコンタクト

レンズのケース回収 BOX を設置しており、校内では、放送やポスターを使って生徒による宣伝活動を行った。昨

年に引き続き行った活動であるが、今年度も多くの寄付が集まった。 

   

③ジェンダー平等 

【LGBT-Q に関する講演会】 

It’s me Ichikawa から３名の講師をお招きして、全校生徒に向けて LGBT-Q に関する研修会を行った。性的マ

イノリティや、個々の考え方や価値観についての理解を深めた。 

  

  

今年度も昨年度に引き続き、感染症対策のため幅広い活動ができなかったが、ユニクロの服のチカラボランティ

アでは、今までボランティアへ参加したことがなかった多くの生徒がボランティア参加への意欲を高めた。 


